
緑 化 木 の 枝 切 除 に 注 意
１　目 的

　名木・巨木の健康診断を行ったところ、幹

が腐っている木が多数あり、その多くが枝の

切り方に原因があるように見られたので、こ

れを確認するための実験を行った。

２　方 法

材　　料　ケヤキ 10年生

場　　所　胆沢郡胆沢町小山地内

処理時期　平成６年 10月

処理方法　①枝の付け根から切除

　　　　　②枝の付け根を 5cm残して切除

処理本数　①②とも 32本、計 64本

３　結 果

①の方法で切った場合

　枝の付け根部分の組織が発達して切り口を

巻込み、３年後には完全にふさがった。

②の方法で切った場合

　切り口での回復は見られず、残った枝は枯死

し、枝の付け根周囲の組織は盛り上がったが、

残った枝が障害となって切り口をふさぐことが

できない。残った枝は徐々に腐朽した。

４　成果の活用

　多くの緑化木で、枝を残した不適切な枝切

りが行われているので、正しい方法を指導す

るための資料とする。
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　付け根の部分で
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が、枯れた枝が邪
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し、これが幹の内
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巻込み中 残枝の枯れが付け根まで拡大

巻込み完了 残枝が巻込みを阻害している
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